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研究成果の概要（和文）：老化の過程で生じる「老いの自覚」と「自立の希求」による心理的葛藤について，量
的データによって心理的健康との関連を検証し，投影法によって心理的葛藤の測定を試みた。その結果，前期高
齢者は自立の希求が心理的健康に関連するが老いの自覚は否定的に影響することが示唆された。また，後期高齢
者は，身体的にも社会的にも老化を実感する場面が多くなるため，自立の希求の心理的健康への効果が失われる
可能性が示された。投影法による評価は，評定者間一致率は認められたものの妥当性にはさらなる検証が必要で
あった。

研究成果の概要（英文）：This study revealed the relationship between acceptance of aging, 
self-reliance, and psychological adjustment in elderly people using quantitative analysis and 
evaluated their level of acceptance of aging and self-reliance through a projective test. The study 
results indicated that self-reliance was positively related to psychological adjustment, whereas 
acceptance of aging was negatively related to psychological adjustment in elderly people aged 65 - 
74 years; moreover, no relationship prevailed between acceptance of aging, self-reliance,　and 
psychological adjustment in elderly people aged over 75 years. Therefore, the acceptance of aging 
may be crucial for elderly people with physical disabilities and several restrictions. Regarding the
 evaluation using a projective test, some limitation related to the evaluation criteria in Japanese 
existed, although the inter-rater reliability was confirmed.

研究分野：高齢者心理学

キーワード： 老いの受容　老いの自覚　自立の喪失　独立性　心理的自律性　精神的健康　縦断研究　比較研究

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の知見は，先行研究で示唆されている，老いの受容が高齢者全般に有効であるという考え方に一石を投じ
るものであり，高齢者への心理的支援において自立の感覚を強化すべきか，老いへの再適応を促すべきかの指標
となることが期待される。また，投影法の評価については，国外の評価マニュアルを応用して日本では初めて数
量的に検討した研究であり，高齢者臨床のみならず，今後の臨床場面への活用に寄与するものと考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
従来の高齢者心理学では，身体的老化や社会的喪失に抵抗し，自立した状態を維持することを
目指す研究が中心であった。しかし，身体的老化や社会的喪失は誰もが経験する正常な老化であ
り，身体的・社会的老化を拒否するだけでは，正常な老化を経験した際に老化に対する心理的葛
藤が解消できず，心理的健康が低下する可能性があると考えられる。 
 
２．研究の目的 
 
(1) 老化の過程において老いの再適応が心理的健康の維持に果たす役割の検証 
本研究の目的の中核は，老化に対する心理的葛藤を解消するための適応方略の一つである「老
いへの再適応」の働きを明らかにすることである。老いへの再適応とは，自分の老化をありのま
まに自覚して建設的に対処しようとすることであり，適応方略の中でも変化しうる点に特徴が
ある。正常な老化の過程では，老いの自覚と自立の希求が心理的葛藤を引き起こすが，老いへの
再適応をすることでこの心理的葛藤を解消できる可能性が報告されている。ただし，老いへの再
適応は国外で施設入所高齢者を対象に質的な検討が行われ始めたところであり，質問紙調査に
よる量的データでの検証や，臨床場面での活用を想定して投影法による検討が求められる。 
そこで本研究では，縦断調査によって身体，社会的機能などの老化の過程を追跡し，自立の希
求である「独立性」と，老いを自覚して新しい自分に適応する「老いへの再適応」という 2つの
指標を用いて，これらの心理的要因が心理的健康の維持に果たす役割を検証する。 
 
(2) 投影法による老化の過程における心理的葛藤の測定の試み 
老化の過程で生じる心理的葛藤について，質問紙調査に加えて投影法による評価を試み，臨床
場面での活用を検討する。投影法検査として本研究では主題統覚検査 (Thematic Apperception 
Test：TAT) に着目した。TAT は，現実場面に近い心理的葛藤を測定できること (鈴木, 1997)，
実施や分析が他の投影法検査よりも簡便であること，既存の評価システムである Defense 
Mechanism Manual (DMM) (Cramer, 1991, 2006) を援用することで妥当性のある評価が期待で
きることから適切だと考えた。 
 
３．研究の方法 
 
(1) 調査方法 
本調査は高齢者群と対照群である大学生群の比較研究であり，両群とも 5 年間の縦断調査を
行った。高齢者群は 2015 年から 2019 年まで毎年 1 回調査を行った。大学生群は 2016 年から
2020 年まで毎年 1 回調査を行った。両群とも大学の研究室で個別に調査を行った。ただし大学
生群は最終調査を予定していた 2020 年 3 月に COVID-19 感染症が拡大し始めたため，一部の調
査項目を除外してオンライン調査に変更した。 
 
(2) 調査対象者 
高齢者群は，2015 年にシルバー人材センターに登録していた 65歳以上の男女で，認知症の診
断のない者を対象に募集した。2015 年の初回調査には 58 人が参加し (平均年齢 = 71.53, SD = 
4.62)，そのうち 29人が 5回すべての調査に参加した。 
大学生群は，2016 年に某大学 1年に在籍していた者を対象に募集した。2016 年の初回調査に
は 60 人が参加し (平均年齢 18.47, SD = 0.60)，そのうち 31人が 4回目までの調査に，27人
が 5回すべての調査に参加した。 
 
(3) 調査項目と評価方法 
 
① 基本属性 
年齢，性別，家族構成などについて回答を求めた。 
② 心理的自律性尺度 
老いへの再適応尺度（3項目）と独立性尺度（6項目）の 2下位尺度で構成されている (Fukase, 
Murayama, & Tagaya, 2018)。 
③ 身体機能 
身体および社会的機能の老化を測定するため，握力と手段的日常生活動作（Instrumental 
Activities of Daily Living：IADL）を測定した。 
④ TAT 
TAT は 8枚のカードを用いた (カード 1, 2, 3BM, 6BM, 10, 12BG, 14, 16)。反応内容は IC
レコーダーで録音し，後日，テキストデータに起こした。得られたテキストデータに対して DMM
を基に臨床心理士と臨床心理学を専攻する大学院生の 2人が独立して評価した。 



DMM は面接や TAT 物語などの語りデータに適用し，3つの防衛機制 (否認，投影，同一視) の
得点を算出する方法である (Cramer, 1991, 2006)。主に米国のサンプルを対象に開発され，複
数の研究で妥当性が示されているが (Cramer, 2017; Hibbard & Porcerelli, 1998; Porcerelli, 
Cogan, Kamoo, & Miller, 2010)，わが国の TAT 物語を対象にした分析は事例研究にとどまる 
(西河, 2010)。本研究では原著の英語マニュアルを日本語に訳して使用した。 
⑤ その他の変数 
生活満足度尺度（Life Satisfaction Index-K：LSIK-J），パーソナリティ尺度，抑うつ尺度，
不安尺度などを測定した。 
 
(4) 倫理的配慮 
研究対象者には文書と口頭で研究内容を説明し,研究参加は自由意志であり,参加・不参加に
よって不利益が生じないことを伝え,同意書の署名をもって研究参加への同意を得た。本研究は
北里大学医療衛生学部研究倫理審査委員会の承認を得て行った (承認番号 2015-021，2016-001)。 
 
４．研究成果 
 
(1) 老化の過程において老いの再適応が心理的健康の維持に果たす役割の検証 
 
① 縦断調査の過程での測定値の変化 
5 年間の縦断調査の過程での心理的自律性
尺度や握力，IADL などの測定値に変化が認め
られるかを検証したが，いずれも直線的な低
下は認められなかった。調査に参加し続ける
ことができる，心身ともに健康な高齢者が分
析対象であった可能性がある。したがって，
縦断データではなく，横断データによって引
き続き検証を行った。 
② 心理的自律性が心理的健康の維持に果た
す役割の検証 
横断調査の結果，図 1に示したとおり，老
いへの再適応が必ずしもすべての高齢者に
とって有効ではない可能性が示唆された。す
なわち，前期高齢者（Younger elderly）で
は，独立性（Self-reliance）が生活満足度
（LSIK-J）の維持に重要で，老いへの再適応
（Acceptance of aging）は否定的な影響を
与えていた。後期高齢者（Older elderly）で
は，老いへの再適応も独立性も生活満足度に
有意な影響を与えていなかった。前期高齢者
の場合，身体的にも社会的にも高い水準を維
持していることが多く，自らの老いを自覚す
ることは自信の喪失につながりやすいもの
と推測される。一方，後期高齢者は，身体的
にも社会的にも老化を実感する場面が多く
なるため，独立性の効果が失われたものと推
察された。 
本研究の知見は高齢者への心理的支援に
おいて独立性の感覚を強化すべきか，老いへ
の再適応を促すべきかの指標となることが期待される。今後は，加齢とともに低下する身体機能
や社会的機能との関連についても検証する必要がある。 
 
(2) 投影法による老化の過程における心理的葛藤の測定の試み 
まず，高齢者の TAT に対する 2 人の評価者の評価についてκ係数を算出したところ 0.631-
0.851 であり一致率は良好だった。ただし，各防衛機制をカテゴリ別にみると一部のカテゴリで
κ = 0.139，0.313 と低い一致率であった。いずれもマニュアルの指示が曖昧であることが一因
と考えられ，日本人あるいは日本人高齢者の一般的な TAT 物語をもとにマニュアルの修正をす
る必要があると考えられた。 
次に，他の変数との関連を検討した結果，DMM による防衛機制とパーソナリティ，抑うつ，不
安に関連は認められなかった。Cramer (2003) は，防衛機制とパーソナリティのうち外向性，開
放性，情緒不安定性が関連したことを報告していた。ただし，この研究では調査対象者の年齢が
20～90 歳と大きな幅があり，一般化には限界がある。また，本研究では，パーソナリティ，抑う
つ，不安を質問紙法によって測定したが，そもそも TAT をはじめとした投影法は対象者の自由な
反応に無意識的なパーソナリティが反映されていると考える。そのため，質問紙法とは測定して

図 1. 共分散構造分析の結果  (Fukase, 
Murayama, & Tagaya, 2018)。年代による多母集
団同時解析を行った。有意だったパスを太字お
よび太線で記した。 



いるパーソナリティの領域が異なる可能性があることも，関連が認められなかった一因であろ
う。今後は面接法などで妥当性の検証が必要だと考えられた。 
以上のとおり，TAT を DMM で評価し，得られた防衛機制によって老化の過程における心理的葛
藤を検証することを当初の目的としていたが，DMM で評価した結果，日本人の TAT に DMM を援用
する際には，マニュアルの見直しと，妥当性の検証が必要であることが示された。 
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